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　ある 1 つの動作を行うとき、我々の脳は「冗長性」という問題
と向き合っている。例えば、目の前にあるコーヒーカップに手を
伸ばすとき、それを実現するために可能な手先の軌道は無数に
ある。そして、その軌道を実現するための関節角度の組み合わ
せも、その関節角度を実現するための筋群の組み合わせも、ま
た無数である。何気ない日常動作の殆どは、常にこのような冗
長な状況下での解の選択を強いられている。我々の脳は、どの
ようにこの冗長な状況に対応しているのだろうか？　このしくみ
の正しい理解は、運動学習・適応を促進させる重要な手がかり
となり、スポーツやリハビリテーションにおける動作習得や上達
の支援に貢献しうる。これまで、我々はスキットルと呼ばれる的
当て課題や両手力発揮課題を用い、冗長なゴール指向性課題に
おける運動学習・適応過程を実験的・理論的に検証してきた。
　また、この冗長性の問題は、個人内で生じるのみならず、2 人
以上の人間が共同的に（あるいは競合的に）ある 1 つの課題を
遂行する共同行為（Joint�Action）においても生じる。共同行為
において個々の貢献度の組み合わせは無限に考えられるが、我々
は無意識のうちに各々の貢献度を定め、スムーズに行為を組織
化している。興味深いのは、この状況下では一個人の状況とは

異なる認知情報処理、いわゆる「社会性」の影響がしばしば顕
在化する点である。お互いの動きを組織化する際、どの程度相
手の行為を考慮するか─言い換えれば、どの程度相手の行為と
適切に協調するかは、個々の社会性に大きく左右されうる。最
近では、比較的単純な共同力発揮課題中にもメンタライジング
システムと呼ばれる高次の社会的な脳内ネットワークが賦活し
ていること、そして右側の側頭─頭頂結合部と呼ばれる脳領域
の活動が他者との協調の度合に影響を及ぼしていることを明ら
かにした。このような共同行為の研究は、集団行為における潜
在的な組織化メカニズムの理解に有用な知見をもたらし、将来
的には社会適応障害等の問題に苦しむ人々の支援につながる。
　このように、個人内・個人間における行為の組織化の問題を、
運動制御研究をベースに学際的なアプローチで繙いてゆくこと
で、我々の様々な日常行為における神経基盤の解明、そしてそ
れに基づく生活支援への貢献が可能になると考えられる。
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